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研究成果の概要（和文）：　ヒトiPS細胞由来神経堤細胞から誘導した神経細胞と、膵癌細胞株の共培養系を用
いて、これらの相互作用における重要因子の探索を行った。癌細胞が神経突起に沿って増殖・進展する様子が観
察された。一方で、両細胞種が直接接触する以前の過程においては、神経突起の伸長方向や癌細胞の伸展方向
に、相互作用は認められなかった。癌細胞が進展時の足場とし得る神経細胞種については一定の知見は得られた
が、相互作用の原因因子同定にはさらなる研究を要する。

研究成果の概要（英文）：Using a co-culture system of neural cells derived from human iPS 
cell-derived neural crest cells and pancreatic cancer cell lines, we searched for important factors 
in the interaction among these cells. It was observed that the cancer cells proliferated and spread 
along the neurites. On the other hand, in the process before direct contact of the both cell types, 
no interaction was observed in the neurite extension direction or the cancer cell extension 
direction. In addition, although certain findings have been obtained regarding the neuronal cell 
types that cancer cells can use as scaffolds during extension, further research is required to 
identify the causal factors.

研究分野： 幹細胞生物学

キーワード： iPS細胞　神経細胞　神経堤細胞　癌細胞　神経浸潤
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　予後の悪い癌である膵癌の病理組織においては、神経浸潤として知られる癌細胞による神経繊維への浸潤現象
が極めて高い確率で確認されており、また、他の癌種においても神経浸潤の発生と術後予後との相関が議論され
ている。
　これまで主流であったin vitro実験系においては、実験材料の入手難易度の点から動物の神経細胞を用いたも
のがほとんどであったが、本研究においては、半永久定期に増殖可能なヒトiPS細胞より神経細胞を誘導して、
神経細胞と癌細胞間の相互作用を調べた。未熟な神経細胞が足場として好まれる傾向が確認されており、今後の
神経浸潤現象解明の一助となると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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